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高
齢
者
向
け
予
防
に
活
用
も

3要事L

で
上
動
向
耽

運
能
川

問
機
関

時
知
卸

短

認

以

]
ω
岡
町
通
凶
制
御
宣
ーで
国
利

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

点歪A Eヨ【第三種郵便物認可】

筑
波
大
の
征
矢
英
昭
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
日
日

ま
で
に
、
認
知
機
能
の
中
で

特
に
重
要
な
総
合
的
に
注
意

・
判
断
す
る
能
力
が
、
高
齢

者
で
も
短
時
間
の
運
動
で
向

上
す
る
と
の
研
究
成
果
を
発

表
し
た
。
認
知
症
の
予
防
に

つ
な
が
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

脳
の
衰
え
た
部
分
の
代
わ
り
一
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
一
高
ま
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

に
右
脳
の
別
の
部
分
が
運
動
一
っ
た
。
一
て
い
た
が
、
高
齢
者
で
は
わ

で
活
発
に
な
り
、
パ
ッ
ク
ア
一
若
い
成
人
で
実
行
機
能
が
一
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

援

付
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(注)日本ファンドレイジング協会I寄付白書2011Jなどを基に作成

632億円(被災自治体への
直接の義援金427億円含む)

86億円

者
に
役
立
て
る
考
え
。

自
治
医
大
と
の
共
同
研
究

成
果
で
、
米
判
明
学
誌
ニ
ュ
ー

ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
l
・
オ
プ
・

エ
イ
ジ
ン
グ
(
電
子
版
)
に

掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
能
力
は
「
実
行
機
能
」

と
呼
ば
れ
、
自
分
の
注
意
や

行
動
を
適
切
に
制
御
す
る
脳

の
働
き
。
初
歳
前
後
の
同
人

を
対
象
に
、
色
と
文
字
を
正

し
く
判
断
さ
せ
る
テ
ス
ト
で

実
行
機
能
を
調
べ
、
叩
分
間

の
自
転
車
こ
ぎ
運
動
の
前
後

で
比
較
し
た
。

運
動
前
は
反
応
時
聞
が
平

均
で
約
2
5
0
ρ
秒
だ
っ
た

の
が
、
運
動
し
て
日
分
後
に

は
約
2
1
0、ρ秒
と
日
%
短

縮
、
一
時
的
に
実
行
機
能
が

高
ま
っ
た
。

脳
の
活
動
を
測
る
と
、
左

傍

臨 E謂置

ち
運
べ
る
o
m
dの
タ
イ
プ
は
1

カ
月
以
上
測
定
可
能
な
従
来
品
の

4
分
の
1
の
重
量
と
い
う
。

一
一
発
直
径
M
・
5ミ
rの
ボ
タ
ン
電
池

一
一
澗

1
個
で
半
年
以
上
連
続
で
使
え

}
.
一
防
る
。
直
径
初
、
、
rの
ボ
タ
ン
電
池
で

"
ク
ム
一
飼
も
約
2
カ
月
も
つ
。
特
製
ア
ダ
プ

n
U
一
回
タ
l
が
別
途
必
要
だ
が
、
デ
i
タ

川

一

j
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
み
、
毎
日

4
C
一
や
毎
時
間
の
被
曝
量
を
表
示
で
き

Z
車
Z

一

る

。
線
量
率
が
高
い
と
光
や
音
で

目
・
・
知
ら
せ
る
警
告
機
能
も
付
け
た
。

公開買付け開始公告についてのお知らせ
平成24年2月14日

区日本橋一丁目16番3号盟11且

公開買付開始公告についてのお知らせ
平成24年2月14日
~._.盟主軍~""~品



一一号"

日毎2012年(平成24年)2月12日(日)

薄
渡
被
曹
を
受
け
、
集
団
移
転
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
宮

域
県
石
巻
市
鮎
川
浜
H
隼
多
川
撮
影

高齢者の遭勘債のテストで
活発化した部位
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復興交付金の第1固申筒状況 下上むで f~
・岩手県(13市町村) 約848億円量議甫盆ぞ
・宮城県Q浦町) 約2016億円安を曹求く

なしもする
・福島県(18市町村) 約875億円 〈つある
L-膏語i議弱;語示………...............・E・.......て女る)『

千葉県(25市附: 約160億円 沢義J25
貯つスとま

ヨ翼復習
集支興と

対象市町村 復興費付金予算毘霊&三
11道県222市町村の H側部億円の霊黒川 C
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一一直
計

か
る
時
間
を
集
計
。
さ
ら
に
テ

ス
ト
の
後
叩
分
間
自
転
車
を
こ

ぎ
、
日
分
間
休
ん
で
同
じ
テ
ス

ト
に
再
挑
戦
。
脳
の
ど
の
部
位

が
活
発
化
す
る
か
を
調
べ
た
。

学
生
班
は
運
動
後
の
テ
ス
ト

で
は
、
判
断
速
度
が
平
均
印
物

速
く
な
り
、
左
脳
の
一
部
が
活

発
化
し
て
い
た
の
に
対
し
、
高

齢
者
班
は
、
右
脳
に
あ
る
「
右

前
頭
極
」
が
運
動
前
に
比
べ
て

非
常
に
活
発
化
し
、
速
度
は
平

均
時
必
向
上
し
た
。
判
断
力
は

左
脳
の
一
部
が
担
う
と
と
か

津
波
で
大
き
な
被
害
を

受
廿
た
東
北
沿
岸
部
に

は
、
も
と
も
と
人
口
減
や

高
齢
化
な
ど
で
財
政
基
盤

の
弱
い
自
治
体
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
自
治
体
負
担

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
手
厚

い
受
付
金
を
創
設
し
、
日

年
度
第
3
次
補
正
予
算
と

ロ
年
度
当
初
予
算
案
で
総

額
1
・
8
兆
円
を
用
意
し

た。
復
興
庁
の
受
付
金
担
当

者
は
「
ま
ず
は
樟
波
被
災

筑波大などチーム解明

色
、
チ
l
ム
は
、
高
齢
者
で
は

加
齢
に
よ
る
脳
の
機
能
低
下

を
、
別
の
場
所
が
働
く
こ
と
で

補
っ
て
い
る
と
結
論
付
げ
た
。

運
動
強
度
は
、
最
大
酸
素
摂

取
量
の
半
分
に
あ
た
る
「
中
程

度
」
。
習
慣
的
な
運
動
が
認
知

機
能
を
高
め
る
こ
と
は
知
ち
れ

て
い
る
が
、
一
過
性
の
運
動
が

直
接
、
脳
に
作
用
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
。

征
矢
教
授
は
「
短
時
間
の
運

動
は
代
償
機
能
を
高
め
る
効
果

が
あ
り
、
脳
の
ど
こ
に
効
く
の

か
が
初
め
て
分
か
っ
た
」
と
説

明
し
て
い
る
。
【
安
昧
伸
一
】

高
齢
者
の
右
脳
左
脳
を
補
う

受
付
対
象
は
内
陸
部
を
含

め
日
道
県
2
2
2市
町
村

に
及
ぶ
。
政
府
が
1
月
末

に
締
め
切
っ
た
第
1
回
申

請
で
は
、

7
県
沼
市
町
村

が
計
約
3
8
9
9億
円
を

申
請
し
た
が
、
こ
の
う
ち

内
陸
部
が
半
分
近
い
約
お

市
町
村
を
占
め
た
。

申
請
で
特
に
目
立
っ
た

の
は
、
道
路
の
新
酸
・
拡

幅
や
学
校
の
耐
震
化
事

業
。
避
難
路
や
避
難
所
の

確
保
を
名
目
に
し
て
い
る

被
害
の
大
き
い
地
域
へ
の

優
先
配
分
マ
ほ
か
の
予
算

で
手
当
て
で
き
な
い
事
業

に
重
点
を
置
く
ー
ー
と
の

条
件
が
つ
い
て
い
る
と
も

い
え
る
。
「
条
件
」
に
つ

い
て
復
興
庁
幹
部
は
「
受

付
金
の
原
資
は
復
興
増

税
。
復
興
と
関
係
の
薄
い

事
業
に
配
分
し
た
ら
納
税

者
の
納
得
が
得
ち
れ
ず
、

制
度
が
崩
壊
す
る
」
と
説

明
す
る
。
【
中
井
正
裕
】

棚

i
蜘
億
円
は
融
資
保
証

東
電
、

1
兆
円
借
り
入
れ
要
請

東
京
電
力
と
政
府
の
原

一額
1
兆
円
の
支
援
要
請
の

子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構

一う
ち
、

3
0
0
0慣
ら
5

は
叩
目
、
取
引
先
金
融
機

一
0
0
0億
円
分
は
即
座
に

聞
に
対
し
、
総
額
約
1
兆

一賞
金
を
借
り
入
れ
る
の
で

円
の
追
加
融
資
の
正
式
要

一は
な
く
、
将
来
、
賞
金
が

請
を
始
め
た
。
同
日
は
=
一

一必
要
に
な
っ
た
時
の
融
資

井
住
友
銀
行
、
三
菱
東
京

一を
保
証
す
る
「
コ
ミ
ッ
ト

U
F
J銀
行
、
み
ず
ほ
コ

一メ
ン
ト
ラ
イ
ン
(
融
資

l
ポ
レ
l
ト
銀
行
の
3
メ
一枠
)
」
の
活
用
を
提
案
し

ガ
パ
ン
ク
と
日
本
政
策
投

一て
い
る
模
様
だ
。

資
銀
行
に
追
加
支
援
を
打

一

金
融
機
関
の
東
電
へ
の

診
。
週
明
げ
以
降
、
信
託

一融
資
残
高
は
、
東
日
本
大

銀
や
大
手
生
保
に
も
打
診

一震
災
直
後
の
昨
年
3
月
に

す
る
。
銀
行
側
が
追
加
融

一実
施
し
た
緊
急
融
資
約
2

資
に
慎
重
姿
勢
を
示
し
て

一兆
円
を
含
め
、
総
額
約
4

い
る
と
と
も
踏
ま
え
、
総

一兆
円
に
遺
し
て
い
る
。

定年後に希望し;ながら雇用されな力、った
人の散と定年者に占める割合

(人) 定年者に占める割合
1∞OOr' (右目盛り)
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短
時
間
運
動
で
判
断
力
向
上

高
齢
者
が
短
時
間
の
運
動
を
つ
く
ば
市
在
住
の
健
康
な
高
齢

す
る
と
、
右
脳
の
特
定
の
領
域
者
同
人
(
同

ω・
3
歳
)
の
2
班

が
活
発
に
働
き
、
判
断
力
を
担
を
編
成
。
「
あ
お
」
な
ど
文
字
の

う
左
脳
の
機
能
を
補
う
と
と
色
と
意
味
が
一
致
し
て
い
る
か

を
、
筑
波
大
と
自
治
医
科
大
の
ど
う
か
を
判
断
す
る
テ
ス
ト
を

研
究
チ
l
ム
が
突
き
止
め
た
。
解
か
せ
、
正
答
率
や
判
断
に
か

嚢

え

た

脳

の

「

代

償

機

能

」

が

左

脳

運
動
に
よ
っ
て
高
ま
る
仕
組
み

を
世
界
で
初
め
て
解
明
し
た
と

い
う
。
成
果
は
米
科
学
誌
「
ニ

ュ
l
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
l
・
オ
プ

・
エ
イ
ジ
ン
グ
」
に
掲
載
さ
れ

た。
骨
骨
英
昭
・
筑
波
大
教
授

(
運
動
生
化
学
)
ち
の
チ
l
ム

は
、
筑
波
大
の
学
生
・
院
生
却

人
(
平
均
幻
・

5
歳
)
マ
茨
城
県

仲畑流万能川柳


